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　種データに基づき作成していますが、当金庫が正確性および完
　全性を保証するものではありません。
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　調 査 期 間　　令和７年  ９月１日 ～ ９月５日
　調査対象期間　　令和７年  ７月～９月（実績・今期）
　　　　　　　　　令和７年  10月～12月（予想・次期）
　調 査 地 域　　苫小牧信用金庫の本店及び支店所在地（札幌圏を除く）
　調 査 方 法　　アンケート用紙に基づく面談調査
　分 析 方 法　　指数 D.I.（Ｄiffusion　Ｉndexの頭文字）による分析

第148回 とましん景気動向調査概要

● ● ● 苫小牧信用金庫の第２四半期の活動 ● ● ●

令和７年７月	 ・令和７年度第16期「とましん創生塾」開講（15日）

令和７年８月	 ・第33回「とましん子どもものづくり教室」開催（21日）

	 ・「とましん景況レポート」№163発行（22日）

	 ・第33回「まち市」開催(30日)

令和７年９月	 ・令和７年度第16期「とましん創生塾」第2回目セミナー開催（2日）

6年ぶりに「とましん創生塾」開講

調査先数 製造業 卸売業 小売業 建設業 運輸業 サービス業 鉱　業 不動産業 合　計

対象先数 36 25 69 60 18 53 5 12 278

回　答　数 30 23 59 57 17 45 5 10 246

回　答　率 83.3 92.0 85.5 95.0 94.4 84.9 100.0  83.3 88.5

　この度、令和元年以来６年ぶりとなる「とましん創生塾」を開講し、令和７年７月15
日に開講式と記念講演を行いました。今回は第16期目となり、22名が応募され、今後６
回のセミナーで学んでいくことになります。
　今期は、６回のセミナーのうち３回は地域活性化をテーマとして「地域活性化伝道
師」等を招聘し、各地域での活性化活動の一助としていただくことも取り入れていま
す。
　開講記念講演には、コープさっぽろの大見理事長様をお迎えし、「逆境を味方にする
新時代経営」をテーマとしてお話しいただきました。

（件、％）
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全業種 回答事業所246件（回答率88.5％）－ 業況判断指数、前期比10.7ポイント改善 －

第148回地域景気動向調査アンケート結果（令和７年７月～９月期)

《概況》― 全業種業況判断指数は、前期比改善　▲１３．５ ―
１．�　令和7年7～9月期の全業種業況判断D.I.は「▲13.5」、前期（令和7年4～6月）から10.7

ポイント改善した。業種別にみると、製造業・卸売業・小売業・建設業・サービス業で
前期比改善、鉱業が横這い、運輸業・不動産業で後退となった。地域別では、市部・郡
部とも前期比改善、地区別でも千歳地区・白老地区とも前期比改善した。

２．�　売上額・収益面では、前年同期比売上額判断D.I.は「▲14.8」で前期から6.0ポイント上
昇。前年同期比収益判断D.I.は「▲15.6」で前期から9.4ポイント上昇した。また、販売価
格D.I.は「28.2」で前期から6.7ポイントの上昇。仕入価格D.I.は「47.5」で前期から2.4ポイ
ント上昇した。人手過不足D.I.は「▲38.8」で前期より1.9ポイント後退した。

３．�　令和7年10～12月期（来期）の予想業況判断D.I.は「▲13.2」、今期から0.3ポイントの
改善見通しとなった。業種別に見ると、改善見通しとする業種は、製造業・卸売業・建
設業・運輸業で、小売業・サービス業・鉱業・不動産業は後退の見通しとなった。地域
別の見通しは、郡部で若干の改善、市部で若干の後退見通し、千歳地区は後退見通し・
白老地区は改善の見通しとなった。

業種別業況判断指数（D.I.）の推移　　　　《構成比（％）の差（「良い」－｢悪い｣）による指数》

項　目
令和５年 令和６年 令和７年

7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月
予　　想

全　業　種 ▲ 15.4 ▲ 14.8 ▲ 36.4 ▲ 16.0 ▲ 9.8 ▲ 14.4 ▲ 26.6 ▲ 24.2 ▲ 13.5 ▲ 13.2

市　　　部 ▲ 11.9 ▲ 9.9 ▲ 33.6 ▲ 12.7 ▲ 2.5 ▲ 9.0 ▲ 22.7 ▲ 22.9 ▲ 10.1 ▲ 10.3
千歳地区 50.0 37.5 10.0 50.0 40.0 30.0 10.0 ▲ 20.0 22.2 11.1

郡　　　部 ▲ 21.7 ▲ 23.8 ▲ 41.6 ▲ 22.2 ▲ 23.0 ▲ 24.1 ▲ 33.7 ▲ 26.5 ▲ 19.5 ▲ 18.4
白老地区 ▲ 12.5 ▲ 14.3 14.3 0.0 0.0 ▲ 28.6 0.0 ▲ 42.9 ▲ 28.6 ▲ 14.3

製　造　業 ▲ 3.3 ▲ 17.9 ▲ 29.2 ▲ 12.9 ▲ 19.4 ▲ 6.9 ▲ 13.8 ▲ 24.1 ▲ 10.0 0.0
卸　売　業 ▲ 9.5 ▲ 13.6 ▲ 61.9 ▲ 8.7 ▲ 12.5 ▲ 8.7 ▲ 50.0 ▲ 39.1 ▲ 30.4 ▲ 22.7
小　売　業 ▲ 6.9 ▲ 36.7 ▲ 44.2 ▲ 24.1 ▲ 7.1 ▲ 36.7 ▲ 33.3 ▲ 38.6 ▲ 18.6 ▲ 31.0
建　設　業 ▲ 17.0 ▲ 6.0 ▲ 32.0 ▲ 20.0 ▲ 16.7 0.0 ▲ 30.8 ▲ 32.0 ▲ 10.7 ▲ 3.6
運　輸　業 ▲ 47.1 11.8 ▲ 29.4 0.0 ▲ 23.5 0.0 ▲ 37.5 ▲ 23.5 ▲ 47.1 ▲ 5.9
サービス業 ▲ 32.6 ▲ 13.3 ▲ 38.6 ▲ 22.7 ▲ 2.2 ▲ 17.8 ▲ 14.0 ▲ 10.9 ▲ 4.4 ▲ 8.9
鉱　　　業 50.0 66.7 33.3 66.7 60.0 50.0 0.0 80.0 80.0 0.0
不 動 産 業 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲ 30.0 12.5 22.2 0.0 ▲ 20.0

　＊▲はマイナス、少数点第２位四捨五入、以下文中数値、表、グラフすべて同じ。
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【全業種の業況判断】�
　全業種の今期業況判断（Ｐ５上段の表参照）は、「良い」とする企業16.3％に対して、「悪
い」とする企業29.8％でD.I.は「▲13.5」、前期「▲24.2」（令和7年4～6月期）と比較して10.7ポ
イント改善した。
　なお、今期の業況判断D.I.は、前回調査時における今期予想「▲17.9」（6.3ポイントの改善予
想）を4.4ポイント上回った。
　また、来期（令和7年10～12月）の予想業況判断は、「良い」とする企業14.0％、「悪い」と
する企業27.2％でD.I.は「▲13.2」、今期に比べ0.3ポイント改善の見通しとなった。
全業種の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
全業種（246社） ▲ 13.5 10.7㌽改善 ↑ 3.6㌽後退 ↓ ▲ 13.2 0.3㌽改善 ↑

■業種別
　業種別では、製造業・卸売業・小売業・建設業・サービス業で前期比改善、鉱業で横這い、運
輸業・不動産業で後退した。
また、来期の予想業況判断D.I.は、製造業・卸売業・建設業・運輸業で改善見通し、鉱業で横這
い見通し、小売業・サービス業・不動産業で後退見通しとなった。
業種別の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
製造業　（30社） ▲ 10.0 14.1㌽改善 ↑ 9.4㌽改善 ↑ 0.0 10.0㌽改善 ↑
卸売業　（23社） ▲ 30.4 8.7㌽改善 ↑ 17.9㌽後退 ↓ ▲ 22.7 7.7㌽改善 ↑
小売業　（59社） ▲ 18.6 20.0㌽改善 ↑ 11.5㌽後退 ↓ ▲ 31.0 12.4㌽後退 ↓
建設業　（57社） ▲ 10.7 21.3㌽改善 ↑ 6.0㌽改善 ↑ ▲   3.6 7.1㌽改善 ↑
運輸業　（17社） ▲ 47.1 23.5㌽後退 ↓ 23.5㌽後退 ↓ ▲   5.9 41.2㌽改善 ↑
サービス業（45社） ▲ 4.4 6.4㌽改善 ↑ 2.3㌽後退 ↓ ▲   8.9 4.5㌽後退 ↓
鉱業　　（ 5社） 80.0 横這い → 20.0㌽改善 ↑ 0.0 後退 ↓
不動産業（10社） 0.0 22.2㌽後退 ↓ 横這い → ▲ 20.0 20.0㌽後退 ↓

■地区別
　地区別では、前期比で市部・郡部とも改善となった。また、千歳地区・白老地区で見ても改
善となった。来期の予想業況判断D.I.は、市部で後退見通しであったが、郡部では改善見通しと
なった。また、千歳地区は後退見通し、白老地区は改善見通しとなった。
地区別の業況判断 今期D.I. 前期比 前年同期比 来期予想業況判断D.I.
市　部　 （159社） ▲ 10.1 12.7㌽改善 ↑ 7.6㌽後退 ↓ ▲ 10.3 0.2㌽後退 ↓
　千歳地区（10社） 22.2 42.2㌽改善 ↑ 17.8㌽後退 ↓ 11.1 11.1㌽後退 ↓
郡　部　　（87社） ▲ 19.5 7.0㌽改善 ↑ 3.4㌽改善 ↑ ▲ 18.4 1.1㌽改善 ↑
　白老地区（ 7社） ▲ 28.6 14.3㌽改善 ↑ 28.6㌽後退 ↓ ▲ 14.3 14.3㌽改善 ↑
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全業種アンケート調査指数(D.I.)の推移 

令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年

7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 ７月～９月 10月～12月予想

売 上 額 0.9 ▲ 1.3 ▲ 39.5 5.2 ▲ 2.9 ▲ 1.2 ▲ 34.6 ▲ 10.2 2.9 ▲ 6.6

収 益 ▲ 7.7 ▲ 10.2 ▲ 40.5 ▲ 5.2 ▲ 1.6 ▲ 9.5 ▲ 36.7 ▲ 13.2 0.8 ▲ 11.9

販 売 価 格 24.8 23.7 16.8 33.8 31.1 31.0 16.7 21.5 28.2 15.0

仕 入 価 格 61.5 51.7 42.3 58.9 50.4 51.3 56.0 45.1 47.5 40.7

在 庫 数 量 0.0 ▲ 1.7 ▲ 4.4 0.6 ▲ 2.8 ▲ 6.9 ▲ 2.3 2.4 0.0 ▲ 2.8

資 金 繰 り ▲ 8.5 ▲ 8.9 ▲ 10.5 ▲ 6.5 ▲ 1.2 ▲ 2.5 ▲ 10.1 ▲ 8.9 ▲ 3.7 ▲ 9.0

対前年売上 ▲ 3.4 ▲ 18.6 ▲ 27.7 ▲ 9.1 ▲ 3.7 ▲ 9.1 ▲ 11.9 ▲ 20.8 ▲ 14.8

対前年収益 ▲ 15.4 ▲ 23.3 ▲ 31.4 ▲ 17.7 ▲ 10.7 ▲ 11.6 ▲ 23.7 ▲ 25.0 ▲ 15.6

残 業 時 間 ▲ 7.3 ▲ 2.1 ▲ 18.6 ▲ 6.9 ▲ 7.4 ▲ 8.3 ▲ 19.3 ▲ 11.5 ▲ 6.5 ▲ 4.5

人 手 ▲ 40.6 ▲ 42.4 ▲ 33.2 ▲ 32.9 ▲ 36.9 ▲ 41.1 ▲ 36.0 ▲ 36.9 ▲ 38.8 ▲ 40.4

設 備 状 況 ▲ 12.8 ▲ 14.2 ▲ 14.2 ▲ 12.2 ▲ 12.4 ▲ 14.8 ▲ 8.4 ▲ 10.7 ▲ 14.3 ▲ 15.2

設備投資割合 27.4 33.1 33.2 32.0 32.4 39.7 36.7 36.4 37.8 27.1

＊「在庫は運輸業、サービス業を除く６業種　＊「設備投資割合」は、不動産業を除く７業種の設備投資を実施した先の割合。

【売上等の状況】�

◦�「売上額指数」は全業種「2.9」前期比13.1ポイント改善。千歳地区は「11.1」前期比8.9ポイン
ト後退。白老地区は「▲14.3」前期比14.3ポイント改善した。業種別では製造業・鉱業・不動
産業で前期比後退したが、他の業種はすべて前期比改善した。先行きは全業種「▲6.6」で今
期から9.5ポイント後退の見通しとなった。

◦�「対前年売上」は全業種「▲14.8」前期比6.0ポイント改善。業種別では卸売業・小売業・建設
業・運輸業で前期比改善、他の業種では後退となった。

◦�「収益」は全業種「0.8」前期比14.0ポイント改善。千歳地区は「11.1」前期比28.9ポイント後
退。白老地区は「0.0」前期比横這いであった。業種別では鉱業・不動産業で前期比後退、卸
売業で横這いだったが、他の業種はすべて改善となった。先行きは全業種「▲11.9」、今期よ
り12.7ポイント後退の見通しとなった。

◦�「対前年収益」は全業種「▲15.6」前期比9.4ポイント改善。業種別に見ると製造業・運輸業・
不動産業で前期比後退であったが、他の業種はすべて改善した。

◦�「販売価格」は全業種「28.2」前期比6.7ポイント上昇。業種別では、製造業・小売業・建設業
で上昇したが、他の業種はすべて下降した。

◦�「仕入価格」は全業種「47.5」前期比2.4ポイント改善。業種別では卸売業・小売業・運輸業で
前期比上昇となったが、その他の業種はすべて下降した。
◦�「在庫数量」は全業種「0.0」前期比2.4ポイント下降。業種別では前期比で卸売業・不動産業

で上昇したが、他の業種はすべて下降した。
◦�	「資金繰り」は全業種「▲3.7」前期比5.2ポイント上昇。業種別では前期比で運輸業では下降

したが、他の業種はすべて上昇した。
◦�「残業時間」は全業種「▲6.5」前期比5.0ポイント増加。業種別に見ると前期比で不動産業の

み減少したが、卸売業で横這い、製造業・サービス業で若干の増加、他の業種は増加となっ
た。
◦�「人手」は全業種「▲38.8」前期比1.9ポイント下降。業種別では製造業・サービス業・不動産

業で前期比改善。運輸業・鉱業では横這い、卸売業・小売業・建設業で前期比下降した。
◦�「設備の状況」は全業種「▲14.3」前期比3.6ポイント下降。業種別では製造業・小売業・鉱業

で上昇、運輸業は横這い、卸売業・建設業・サービス業で下降した。
◦�「設備投資実施割合」は前期比1.4ポイント上昇し「37.8％」となった。
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景気動向調査主要指数(D.I.)の推移
製　　　造　　　業 運　　　輸　　　業

6年10～12月 7年1～3月 7年4～6月 7年7～9月 7年10～12月予想 6年10～12月 7年1～3月 7年4～6月 7年7～9月 7年10～12月予想
売 上 額 10.3 ▲ 24.1 3.4 ▲ 6.7 30.0 35.3 ▲ 58.8 0.0 17.6 17.6
収 益 3.4 ▲ 24.1 ▲ 3.4 13.3 23.3 41.2 ▲ 35.3 ▲ 11.8 17.6 11.8
販 売 価 格 20.7 17.2 34.5 36.7 23.3 11.8 5.9 23.5 11.8 5.9
仕 入 価 格 44.8 58.6 51.7 46.7 33.3 31.3 64.7 17.6 52.9 47.1
在 庫 数 量 0.0 ▲ 3.4 6.9 3.3 3.3
資 金 繰 り ▲ 6.9 ▲ 10.3 ▲ 3.4 ▲ 3.3 ▲ 10.0 5.9 ▲ 23.5 ▲ 11.8 ▲ 17.6 ▲ 11.8
前 年 比 売 上 3.4 0.0 ▲ 13.8 ▲ 16.7 41.2 ▲ 5.9 ▲ 23.5 ▲ 11.8
前 年 比 収 益 6.9 3.4 ▲ 10.3 ▲ 13.3 17.6 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ▲ 41.2
残 業 時 間 ▲ 3.4 ▲ 10.3 ▲ 6.9 ▲ 6.7 3.3 5.9 ▲ 17.6 ▲ 35.3 ▲ 23.5 ▲ 17.6
人 手 ▲ 37.9 ▲ 41.1 ▲ 24.1 ▲ 23.3 ▲ 30.0 ▲ 64.7 ▲ 52.9 ▲ 70.6 ▲ 70.6 ▲ 70.6
設 備 状 況 ▲ 17.2 ▲ 6.9 ▲ 10.3 ▲ 10.0 ▲ 17.2 ▲ 18.8 ▲ 18.8 ▲ 18.8 ▲ 18.8 ▲ 31.3

卸　売　業 サービス業
売 上 額 0.0 ▲ 58.3 ▲ 13.0 0.0 4.5 ▲ 13.3 ▲ 39.5 ▲ 6.5 11.1 ▲ 28.9
収 益 ▲ 4.3 ▲ 54.2 ▲ 4.3 ▲ 4.3 0.0 ▲ 28.9 ▲ 48.8 ▲ 6.5 13.3 ▲ 28.9
販 売 価 格 39.1 33.3 34.8 21.7 18.2 31.8 26.2 20.0 18.2 6.8
仕 入 価 格 52.2 45.8 34.8 39.1 36.4 67.4 71.4 54.5 48.8 48.8
在 庫 数 量 0.0 0.0 ▲ 4.5 ▲ 4.3 ▲ 9.1
資 金 繰 り 4.3 ▲ 16.7 ▲ 21.7 0.0 0.0 ▲ 4.4 ▲ 7.0 ▲ 6.5 ▲ 4.4 ▲ 8.9
前 年 比 売 上 ▲ 26.1 ▲ 33.3 ▲ 34.8 ▲ 30.4 ▲ 13.3 9.5 2.2 0.0
前 年 比 収 益 ▲ 4.3 ▲ 37.5 ▲ 21.7 0.0 ▲ 11.1 ▲ 19.0 ▲ 15.2 ▲ 4.4
残 業 時 間 ▲ 9.1 ▲ 30.4 0.0 0.0 9.1 ▲ 11.4 ▲ 11.9 4.3 4.4 ▲ 2.2
人 手 ▲ 21.7 ▲ 12.5 ▲ 4.3 ▲ 18.2 ▲ 22.7 ▲ 53.5 ▲ 44.2 ▲ 47.8 ▲ 44.4 ▲ 44.4
設 備 状 況 ▲ 13.6 ▲ 13.0 0.0 ▲ 22.7 ▲ 23.8 ▲ 20.0 ▲ 9.5 ▲ 21.7 ▲ 25.0 ▲ 20.5

小　売　業 鉱　　　業
売 上 額 ▲ 18.3 ▲ 25.4 ▲ 29.8 ▲ 1.7 ▲ 18.6 0.0 ▲ 100.0 80.0 60.0 ▲ 40.0
収 益 ▲ 28.3 ▲ 25.4 ▲ 33.3 ▲ 10.2 ▲ 27.1 0.0 ▲ 100.0 80.0 60.0 ▲ 60.0
販 売 価 格 38.3 32.2 8.8 39.0 20.3 50.0 ▲ 20.0 80.0 0.0 20.0
仕 入 価 格 53.3 46.6 31.6 44.1 30.5 50.0 20.0 40.0 20.0 20.0
在 庫 数 量 ▲ 15.0 ▲ 8.5 ▲ 3.5 ▲ 5.1 ▲ 10.2 ▲ 100.0 20.0 20.0 0.0 0.0
資 金 繰 り ▲ 13.3 ▲ 16.9 ▲ 12.3 ▲ 11.9 ▲ 20.3 25.0 0.0 20.0 40.0 20.0
前 年 比 売 上 ▲ 30.0 ▲ 16.9 ▲ 31.6 ▲ 15.3 50.0 20.0 80.0 60.0
前 年 比 収 益 ▲ 36.7 ▲ 28.8 ▲ 40.4 ▲ 20.3 25.0 ▲ 20.0 40.0 60.0
残 業 時 間 ▲ 20.3 ▲ 17.5 ▲ 16.1 ▲ 5.1 ▲ 1.7 0.0 ▲ 60.0 0.0 20.0 ▲ 40.0
人 手 ▲ 30.0 ▲ 34.5 ▲ 32.1 ▲ 37.3 ▲ 40.7 ▲ 25.0 ▲ 20.0 ▲ 40.0 ▲ 40.0 ▲ 40.0
設 備 状 況 ▲ 18.3 ▲ 8.6 ▲ 12.5 ▲ 12.1 ▲ 12.7 0.0 0.0 0.0 20.0 20.0

建　設　業 不 動 産 業
売 上 額 13.0 ▲ 32.7 ▲ 16.0 ▲ 1.8 ▲ 5.4 ▲ 20.0 37.5 22.2 0.0 0.0
収 益 0.0 ▲ 44.2 ▲ 20.0 ▲ 10.7 ▲ 12.5 0.0 37.5 12.5 ▲ 11.1 11.1
販 売 価 格 30.2 ▲ 5.9 12.0 27.3 7.3 22.2 ▲ 14.3 57.1 50.0 50.0
仕 入 価 格 47.3 65.4 58.8 56.1 49.1 37.5 0.0 71.4 37.5 50.0
在 庫 数 量 1.9 4.0 10.2 1.8 0.0 ▲ 22.2 ▲ 14.3 ▲ 14.3 25.0 25.0
資 金 繰 り 5.5 0.0 ▲ 7.8 1.8 ▲ 5.3 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1
前 年 比 売 上 ▲ 11.1 ▲ 28.8 ▲ 44.0 ▲ 29.1 40.0 12.5 22.2 0.0
前 年 比 収 益 ▲ 16.7 ▲ 38.5 ▲ 44.0 ▲ 29.1 30.0 12.5 22.2 0.0
残 業 時 間 ▲ 1.8 ▲ 30.8 ▲ 23.5 ▲ 14.0 ▲ 8.8 0.0 25.0 0.0 ▲ 20.0 ▲ 20.0
人 手 ▲ 52.7 ▲ 36.5 ▲ 47.1 ▲ 47.4 ▲ 45.6 ▲ 10.0 ▲ 25.0 ▲ 11.1 ▲ 10.0 ▲ 10.0
設 備 状 況 ▲ 5.6 ▲ 3.8 ▲ 2.0 ▲ 9.1 ▲ 7.4

　＊各項目選択肢の構成比（％）の差による指数。選択肢は項目ごとに異なる。

｢経営上の問題点｣･｢経営上の重点施策｣上位10項目  （令和７年７月～９月期調査)

全業種・経営上の問題点
割　合（％)

全業種・経営上の重点施策
割　合（％)

市部 郡部 合計 市部 郡部 合計

人手不足 44.0 43.7 43.9 経費を節減する 47.2 48.3 47.6 

材料価格の上昇（原材料高） 41.6 43.4 42.2 人材を確保する 45.3 35.6 41.9 

売上の停滞・減少 40.3 35.6 38.6 販路を広げる 30.8 13.8 24.8 

人件費の増加 25.2 24.1 24.8 技術力を高める(強化する） 14.5 9.2 12.6 

仕入先からの値上げ要請 23.9 19.6 22.2 情報力を強化する 14.5 8.0 12.2 

利幅の縮小 19.5 17.2 18.7 労働条件を改善(良く)する 11.3 11.5 11.4 

小口注文・多頻度配送の増加 23.5 0.0 17.4 教育訓練を強化する 13.2 4.6 10.2 

下請けの確保難 14.8 9.7 13.0 特になし 6.9 16.1 10.2 

同業者間の競争の激化 14.5 10.3 13.0 売れ筋商品を取り扱う 5.0 10.3 6.9 

商圏人口の減少 2.8 26.5 12.4 品揃えを充実(改善）する 6.9 6.9 6.9 
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卸売業 回答事業所23件（回答率92.0％）－業況判断指数　前期比改善 ▲30.4 －

製造業 回答事業所30件（回答率83.3％）－業況判断指数　前期比改善 ▲10.0 －

　管内卸売業23社による業況判断指数は「▲
30.4」、前期比8.7ポイント改善したが、前年
同期比では17.9ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲17.6」、前期比
17.6ポイント改善、郡部は「▲66.7」前期比
16.7ポイント後退した。
　売上額指数は「0.0」、前期比13.0ポイント
改善したが、前年同期比では12.5ポイント後
退した。
　収益指数は「▲4.3」、前期比横ばいで、
前年同期比では21.0ポイント後退した。

　管内製造業30社による業況判断指数は「▲
10.0」、前期比14.1ポイント改善、前年同期
比についても9.4ポイント改善した。
　地域別では、市部が「0.0」前期比20.0ポ
イント改善、郡部は「▲33.3」前期比「横這
い」であった。
　売上額指数は「▲6.7」、前期比10.1ポイン
ト後退したが、前年同期比は6.2ポイント改
善した。
　収益指数は「13.3」、前期比16.8ポイント
改善し、前年同期比でも13.3ポイント改善し
た。
　業況判断指数は１頁の表参照
　売上額指数、収益指数は４頁の表参照
　以下各業種とも同じ

｢業況判断｣(D.I.)の回答の内訳
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建設業 回答事業所57件（回答率95.0％）－業況判断指数　前期比改善 ▲10.7 －

運輸業 回答事業所17件（回答率94.4％）－業況判断指数　前期比後退 ▲47.1 －

　管内運輸業17社による業況判断指数は「▲
47.1」、前期比23.5ポイント後退、前年同期
比でも23.5ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲77.8」で前期比
55.6ポイント後退、郡部は「▲12.5」と前期
比12.5ポイント改善した。
　売上額指数は「17.6」、前期比17.6ポイン
ト改善、前年同期比では横這いとなった。
　収益指数は「17.6」、前期比29.4ポイン
ト改善、前年同期比では5.9ポイント後退し
た。

小売業 回答事業所59件（回答率85.5％）－業況判断指数　前期比改善 ▲18.6 －

　管内小売業59社による業況判断指数は「▲
18.6」、前期比20.0ポイント改善、前年同期
比では11.5ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲9.4」前期比16.4ポ
イント改善、郡部も「▲29.6」となり、前期
比24.2ポイント改善した。
　売上額指数は「▲1.7」、前期比28.1ポイン
ト改善、前年同期比でも17.9ポイント改善し
た。
　収益指数は「▲10.2」、前期比23.2ポイン
ト改善、前年同期比でも0.5ポイント改善し
た。
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　管内建設業57社による業況判断指数は「▲
10.7」、前期比21.3ポイント改善し、前年同
期比でも6.0ポイント改善した。
　地域別では、市部が「▲5.3」前期比31.9ポ
イント改善したが、郡部は「▲22.2」で前期
比2.2ポイント後退した。
　売上額指数は「▲1.8」、前期比14.2ポイン
ト改善し、前年同期比でも5.6ポイント改善
した。
　収益指数は「▲10.7」、前期比9.3ポイント
改善し、前年同期比でも6.0ポイント改善し
た。
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鉱　業 回答事業所５件（回答率100.0％）－業況判断指数　前期比横ばい 80.0 －

不動産業 回答事業所10件（回答率83.3％）－業況判断指数　前期比後退 0.0 －

　 管 内 鉱 業 5 社 に よ る 業 況 判 断 指 数 は
「80.0」、前期比横ばい、前年同期比では
20.0ポイント改善した。
　地域別では、市部が「0.0」、前期比で
100.0ポイント後退、郡部は「100.0」で前期
比25.0ポイント改善した。
　売上額指数は「60.0」前期比20.0ポイント
の後退、前年同期比では20.0ポイントの改善
となった。
　収益指数は「60.0」前期比20.0ポイントの
後退、前年同期比では20.0ポイントの改善で
あった。

　管内不動産業10社による業況判断指数は
「0.0」、前期比22.2ポイントの後退、前年同
期比では横這いであった。
　地域別では、市部が「0.0」前期比25.0ポイ
ント後退、郡部では「0.0」と前期比横這い
であった。
　売上額指数は「0.0」、前期比22.2ポイント
後退、前年同期比でも18.2ポイントの後退と
なった。
　収益指数は「▲11.1」前期比23.6ポイント
後退、前年同期比でも38.4ポイント後退し
た。

サービス業 回答事業所45件（回答率84.9%）－業況判断指数　前期比改善 ▲4.4 －

　管内サービス業45社による業況判断指数は
「▲4.4」、前期比6.4ポイント改善したが、
前年同期比では2.3ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲3.2」前期比12.4ポ
イント改善、郡部では「▲7.1」前期比7.1ポ
イントの後退であった。
　売上額指数は「11.1」、前期比17.6ポイン
ト改善、前年同期比も6.8ポイントの改善と
なった。
　収益指数は「13.3」、前期比19.9ポイント
改善、前年同期比でも17.7ポイントの改善と
なった。
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特別調査アンケート結果 〜不透明感が増す
　　経済社会情勢と中小企業経営〜

◎�これまでの売上について「特に影響がなかった」が81.3％を占める。今後の予想
は、「特に影響がないと予想」が42.6％

　これまでの売上の影響は、81.3％が「特に影響がなかった」との回答であった。「多少の悪影響が
あった」が9.1％、「わからない」とした先は8.6％であった。今後の影響については、「特に影響がな
いと予想」が42.6％、「多少の悪影響があると予想」が29.7％、「わからない」が25.1％であった。

◎「特に影響を見込んでいない」が73.4％でもっとも多い
　「特に影響を見込んでいない」が、回答先229先中168先ともっとも多いが、見方を変えると、61先が何
らかの影響があるという結果であった。その中で「原材料・部品・商品等の調達難」が14.8％(34先)、「中
国からの輸入コストの上昇」が9.2％(21先)で、中国からの調達関係を懸念する向きが多かった。

◎�外国為替相場は、「現状より円高傾向が望ましい」がもっとも多く29.2％。物価
上昇の影響は「悪い影響をもたらしている」が半数以上を占める

　外国為替相場の水準については、「現状より円高傾向が望ましい」がもっとも多かった。逆に「現状より
円安傾向が望ましい」は10.2％あり、そのなかで製造業での割合が目立った。一方で「自社には関係ない」
25.2％、「わからない」28.3％で高い割合を示した。コロナ禍以降の物価上昇に対しては、半数以上が「悪い
影響をもたらしている」と回答。「良い影響をもたらしている」は皆無であった。

問２　�中国経済の減速が懸念されているが、間接的な事象も含めてど
のような影響が見込まれるか。

問３　�今後の外国為替相場(主に円ドル相場)の望ましい水準、また、コ
ロナ禍以降の物価上昇傾向が経営にもたらす影響

問１　�トランプ大統領就任後、米国の経済社会政策 (関税等 )には不透明感が増している動き
を受けて、売上にこれまで影響があったか。また、今後の売上に影響があると予想するか。

　単位：％

売上にこれまで影響があったか(回答数:198社) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
大いに悪影響があった 1.0 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0
多少の悪影響があった 9.1 8.0 6.7 16.3 10.6 5.9 3.0 0.0 0.0
特に影響がなかった 81.3 80.0 80.0 71.5 83.0 88.2 87.9 80.0 100.0
むしろ良い影響があった 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
わからない 8.6 12.0 6.6 12.2 6.4 5.9 9.1 0.0 0.0

今後の売上に影響があると予想するか ( 回答数 :195 社 ) 単位：％
大いに悪影響があると予想する 2.1 0.0 0.0 6.4 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0
多少の悪影響があると予想する 29.7 24.0 33.4 29.8 31.8 46.7 25.7 0.0 30.0
特に影響がないと予想する 42.6 36.0 53.3 40.4 45.5 40.0 42.9 75.0 30.0
むしろ良い影響があると予想する 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0
わからない 25.1 40.0 13.3 23.4 22.7 13.3 31.4 0.0 30.0

　単位：％
見込まれる影響(回答数:229社） 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
中国企業や個人向け売上の減少 3.1 3.3 16.7 1.9 0.0 5.9 2.6 0.0 0.0
中国と取引のある元請け企業からの受注減少 3.5 3.3 16.7 1.9 0.0 11.8 2.6 0.0 0.0
中国からの輸入コストの上昇 9.2 6.7 16.7 14.8 7.1 0.0 5.1 0.0 20.0
中国製品との価格競争の激化 4.4 3.3 0.0 9.3 3.6 0.0 5.1 0.0 0.0
原材料・部品・商品等の調達難 14.8 13.3 16.7 20.4 16.1 11.8 7.7 0.0 20.0
売掛金回収リスクの増大 1.7 0.0 5.6 1.9 1.8 0.0 2.6 0.0 0.0
為替変動による収益の悪化 4.8 3.3 0.0 11.1 3.6 0.0 2.6 0.0 10.0
中国人労働者の増加 2.6 0.0 5.6 3.7 1.8 0.0 2.6 0.0 10.0
その他 1.3 3.3 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
特に影響を見込んでいない 73.4 73.3 55.6 66.7 78.6 76.5 76.9 100.0 80.0
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問５　�不透明感が増す経済社会情勢を受けて、地域金融機関の体制
面で望むこと

問４　�不透明感が増す経済社会情勢を受けて、経営面で今後見直し
たい取組

（最大３つまで回答）　単位：％
経営面で今後見直したい取組(回答先数：233社) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
事業の多角化 12.9 26.7 15.8 8.9 10.9 17.6 7.3 0.0 20.0
新規顧客の開拓 27.5 36.7 42.1 35.7 14.5 11.8 24.4 0.0 50.0
既存顧客との関係強化 35.6 43.3 47.4 48.2 29.1 17.6 26.8 20.0 30.0
新商品・サービスの開発 10.7 16.7 10.5 17.9 5.5 0.0 9.8 0.0 10.0
デジタル化の推進 21.0 13.3 10.5 16.1 27.3 23.5 31.7 20.0 10.0
従業員教育の強化 31.3 40.0 10.5 28.6 41.8 29.4 31.7 0.0 20.0
資金繰りの見直し 13.7 6.7 21.1 14.3 10.9 23.5 4.9 20.0 50.0
コスト削減 36.5 36.7 52.6 28.6 40.0 35.3 39.0 40.0 20.0
その他 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0
特にない 16.7 10.0 15.8 16.1 18.2 17.6 22.0 0.0 20.0

　単位：％
為替　(回答数：226社) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
現状より円高傾向が望ましい 29.2 31.1 38.9 37.0 21.8 56.3 10.0 60.0 22.2
現状程度が望ましい 7.1 6.9 0.0 5.6 10.9 6.3 10.0 0.0 0.0
現状より円安傾向が望ましい 10.2 27.6 5.6 5.6 12.7 0.0 7.5 0.0 11.2
自社には関係ない 25.2 17.2 22.2 18.5 25.5 18.7 40.0 40.0 33.3
わからない 28.3 17.2 33.3 33.3 29.1 18.7 32.5 0.0 33.3

物価上昇 （回答数：216 社） 　単位：％
良い影響をもたらしている 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
どちらともいえない 23.6 27.6 11.1 33.3 26.4 18.7 11.1 20.0 25.0
悪い影響をもたらしている 52.3 58.6 50.0 47.1 45.3 56.3 61.1 60.0 62.5
自社には関係ない 7.4 6.9 16.7 2.0 9.4 6.3 11.1 0.0 0.0
わからない 16.7 6.9 22.2 17.6 18.9 18.7 16.7 20.0 12.5

（最大３つまで回答）　単位：％
地域金融機関の体制面で望むこと(回答先数：226社) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
担当者の訪問回数の増加 6.6 3.4 5.6 5.6 7.5 6.3 9.8 0.0 10.0
担当者訪問時の滞在時間の延長 0.9 0.0 5.6 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0
担当者交代時の丁寧な引継ぎ 19.0 24.1 38.9 13.0 18.9 0.0 17.1 20.0 40.0
担当者の頻繁な人事異動がないこと 31.4 37.9 27.8 27.8 37.7 37.5 22.0 40.0 30.0
支店窓口での相談機能の強化 9.3 6.9 5.6 11.1 7.5 6.3 14.6 0.0 10.0
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ等の非対面ﾁｬﾈﾙ充実 12.8 13.8 5.6 13.0 15.1 0.0 19.5 0.0 10.0
金融機関の本部専担者・外部専門家による支援 9.7 10.3 11.1 16.7 9.4 0.0 7.3 0.0 0.0
要望に対する迅速な対応 31.9 48.3 33.3 25.9 30.2 37.5 24.4 20.0 50.0
その他 3.1 3.4 5.6 3.7 0.0 0.0 4.9 20.0 0.0
特に期待していない 28.3 13.8 33.3 33.3 28.3 37.5 29.3 40.0 10.0

◎「コスト削減」がもっとも多いが、見直したい取組は広範囲にわたる
　全業種では「コスト削減」が36.5％でもっとも多く、卸売業では52.6％と半数を超え、全業種中の最
高値であった。「既存顧客との関係強化」35.6％、「従業員教育の強化」31.3％、「新規顧客の開拓」27.5％等、
見直したい取組は多岐にわたっている。
　どの業種でも、割合の順番には多少の前後はあるが、前述の4項目をほぼ上位となっている。そのな
かで「デジタル化の推進」が、建設業27.3％、運輸業23.5％、サービス業31.7％と高い割合を示し、「事
業の多角化」については、製造業が26.7％で、他の業種より高かった。

◎「要望に対する迅速な対応」31.9％、「担当者の頻繁な人事異動がないこと」31.4％
　「要望に対する迅速な対応」はどのような場面においても大事なことであり、再認識したい。「担当者の
頻繁な人事異動がないこと」については、個別事情もあるが、顧客からの要望でもあり、考慮すべき事柄
であろう。「特に期待していない」が、残念ながら28.3％と高い割合を占めた。
　「インターネットバンキング等の非対面チャネル充実」及び「金融機関の本部専担者・外部専門家による
支援」については、高い割合とはならなかった。
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管内主要経済統計管内主要経済統計
１．製 造 業 の 状 況
主要製造業生産動向  （単位：比％）

紙製品出荷実績
　　　  トン

前　年
同月比

うち板紙
　　　トン

前　年
同月比

紙製品出荷実績
　　　  トン

前　年
同月比

うち板紙
　　　トン

前　年
同月比

06年07月 62,836 3.2 17,321 - 07年02月 53,550 ▲ 8.2 18,583 -

06年08月 64,755 ▲ 2.5 20,347 - 07年03月 58,534 ▲ 14.1 18,009 -

06年09月 57,871 ▲ 12.3 15,970 - 07年04月 61,174 ▲ 3.1 19,947 11.0

06年10月 63,509 ▲ 0.9 18,218 - 07年05月 59,340 ▲ 3.6 19,049 15.9

06年11月 62,093 ▲ 10.2 20,808 - 07年06月 57,656 ▲ 7.1 18,369 8.3

06年12月 62,699 ▲ 11.6 21,014 - 07年07月 59,173 ▲ 5.8 17,394 0.4

07年01月 54,648 ▲ 10.1 16,476 -
＊資料出所　…　王子製紙㈱苫小牧工場　　＊163号より原油処理実績の掲載は中止いたしました

２．土 木・建 設  の 状 況
　①　公 共 工 事  （単位：百万円・％）

苫　小　牧　市 室蘭建設管理部 室 蘭 開 発 建 設 部
金　　額 前　年　比 金　　額 前　年　比 金　　額 前　年　比

0 6 年 0 7 月 1,128 14.6 1,835 19.5 937 ▲ 50.5

0 6 年 0 8 月 893 3.7 1,261 9.1 891 ▲ 19.3

0 6 年 0 9 月 599 ▲ 7.6 512 ▲ 79.3 2,380 152.9

0 6 年 1 0 月 449 ▲ 46.6 167 ▲ 42.8 529 ▲ 65.1

0 6 年 1 1 月 122 ▲ 50.4 45 ▲ 60.5 199 12.4

0 6 年 1 2 月 96 － 16 23.1 546 ー

0 7 年 0 1 月 1,360 16,900.0 26 ▲ 13.3 165 ー

0 7 年 0 2 月 43 － 88 633.3 72 ▲ 88.2

0 7 年 0 3 月 626 22.3 2,060 103.6 5,725 ー

0 7 年 0 4 月 0 ▲ 100.0 579 31.0 4,662 ー

0 7 年 0 5 月 1,509 ▲ 12.0 571 97.6 2,406 ▲ 16.1

0 7 年 0 6 月 740 ▲ 48.9 1,770 482.2 3,105 ▲ 0.1

0 7 年 0 7 月 1,545 37.0 2,737 49.2 2,119 126.1
＊資料出所　－　苫小牧市、室蘭建設管理部HP、室蘭開発建設部HP
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　②　建築確認申請・住宅着工
苫小牧市建築確認申請件数・住宅着工戸数 管内建築確認申請件数・住宅着工戸数（７年６月～7年８月)

建 築 確 認 件 数 住 宅 着 工 戸 数 建築確認申請件数 住 宅 着 工 戸 数
件　数 前年比（％） 戸　数 前年比（％） 件　数 前年差異 戸　数 前年差異

06年08月 49 ▲ 12.5 42 ▲ 57.6 苫小牧市 161 ▲ 1 139 25
06年09月 48 ▲ 2.0 22 ▲ 24.1 千 歳 市 70 ▲ 23
06年10月 56 0.0 46 ▲ 45.9 白 老 町 10 1 1 ▲ 7
06年11月 44 ▲ 15.4 46 ▲ 9.8 厚 真 町 0 ▲ 5 0 ▲ 3
06年12月 32 ▲ 22.0 102 ▲ 6.4 安 平 町 2 2 1 ▲ 1
07年01月 36 33.3 51 30.8 むかわ町 5 ▲ 3 3 1
07年02月 55 41.0 80 263.6 日 高 町 3 ▲ 4 0 ▲ 5
07年03月 48 ▲ 9.4 88 57.1 平 取 町 1 1 4 0
07年04月 35 ▲ 35.2 27 ▲ 38.6 新 冠 町 0 0 1 ▲ 3
07年05月 45 12.5 64 60.0 新ひだか町 4 ▲ 5 1 ▲ 4
07年06月 49 ▲ 23.4 68 78.9
07年07月 52 6.1 32 ▲ 5.9
07年08月 60 22.4 39 ▲ 7.1
　建築確認件数は、指定確認検査機関の受付件数を加えて掲載しております。

３．海 運・運 輸 の 状 況
　①　苫小牧港フェリー運航状況  （単位：比％）

航　海　数 乗　用　車 ト　ラ　ッ　ク バ　　ス 自　動　２　輪 旅　　　客
便 前年比 台 前年比 台 前年比 台 前年比 台 前年比 人 前年比

06年09月 596 8.0 27,547 7.9 49,455 3.4 144 2.1 7,107 13.9 85,685 11.0
06年10月 623 11.4 24,735 8.6 53,399 13.4 106 1.9 1,952 5.1 76,261 13.0
06年11月 584 9.4 17,600 5.1 48,661 9.6 87 ▲ 26.9 418 ▲ 8.7 56,724 13.7
06年12月 583 6.8 17,492 6.9 47,713 2.6 108 ▲ 0.9 262 1.9 55,764 8.2
07年01月 509 11.4 16,792 15.1 41,217 10.5 100 ▲ 13.8 189 ▲ 11.3 53,724 11.4
07年02月 466 0.2 13,167 7.2 40,146 6.9 193 60.8 188 19.0 45,770 11.5
07年03月 540 ▲ 2.2 21,992 5.7 45,211 ▲ 7.6 173 ▲ 16.0 335 5.7 67,349 1.0
07年04月 556 0.5 23,070 1.9 48,147 1.3 103 ▲ 9.6 1,439 ▲ 5.0 63,304 1.0
07年05月 593 1.7 24,747 1.5 44,622 ▲ 0.3 107 9.2 2,956 ▲ 2.6 76,612 4.9
07年06月 539 0.9 25,864 3.9 43,954 ▲ 3.8 94 ▲ 27.7 5,368 6.9 71,671 3.4
07年07月 553 2.4 26,617 ▲ 3.9 45,000 ▲ 2.7 173 ▲ 17.2 7,574 ▲ 2.8 84,669 ▲ 1.2
07年08月 611 2.9 37,944 9.4 47,332 ▲ 2.0 235 1.3 8,982 3.9 125,153 7.4
07年09月 604 1.3 27,685 0.5 49,815 0.7 132 ▲ 8.3 6,824 ▲ 4.0 86,075 0.5
＊資料出所　…　北海道運輸局室蘭運輸支局苫小牧海事事務所　　＊上り・下り便の合計　　＊トラックはシャーシのみを含む
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　②　貿 易 実 績 （単位：百万円・％）

輸　　　　出 輸　　　　入 貿易金額合計
金　　額 前 年 比 金　　額 前 年 比 金　　額 前 年 比

0 6 年 0 8 月 17,017 20.4 55,530 ▲ 33.1 72,546 ▲ 25.3
0 6 年 0 9 月 18,920 9.4 57,943 ▲ 42.8 76,863 ▲ 35.2
0 6 年 1 0 月 28,798 60.8 102,370 0.0 131,168 9.1
0 6 年 1 1 月 30,763 41.9 81,824 ▲ 25.1 112,587 ▲ 14.0
0 6 年 1 2 月 31,175 63.3 137,127 9.8 168,302 16.9
0 7 年 0 1 月 20,784 37.0 104,644 ▲ 1.9 125,428 2.9
0 7 年 0 2 月 22,865 ▲ 16.1 103,756 21.2 126,621 12.2
0 7 年 0 3 月 24,878 30.3 91,271 ▲ 15.8 116,149 ▲ 8.9
0 7 年 0 4 月 23,179 30.9 90,299 ▲ 7.9 113,478 ▲ 2.0
0 7 年 0 5 月 17,950 23.2 107,605 ▲ 1.3 125,554 1.6
0 7 年 0 6 月 20,481 ▲ 28.8 74,010 ▲ 7.0 94,491 ▲ 12.8
0 7 年 0 7 月 23,108 29.3 85,549 40.7 108,658 38.1
0 7 年 0 8 月 19,405 14.0 72,196 30.0 91,600 26.3

　＊資料出所　…　函館税関苫小牧税関支署（速報値）

　③　苫小牧港港湾荷役取扱状況（重量） （単位：千トン・％）

輸　出 前年比 輸　入 前年比 移　出 前年比 移　入 前年比 合　計 前年比
06年02月 161 119.9 1,073 ▲ 29.2 3,014 ▲ 7.5 2,702 ▲ 14.5 6,950 ▲ 13.2
06年03月 59 4.6 1,762 28.9 3,821 5.5 3,677 ▲ 1.5 9,318 6.1
06年04月 72 ▲ 51.6 1,243 35.9 3,732 4.3 3,672 ▲ 1.6 8,719 4.1
06年05月 77 ▲ 4.2 1,170 ▲ 29.6 3,473 2.2 3,416 1.1 8,137 ▲ 4.5
06年06月 186 152.9 907 6.3 3,583 0.2 3,536 ▲ 2.9 8,212 0.8
06年07月 50 ▲ 36.2 885 7.5 3,547 ▲ 4.9 3,664 ▲ 2.8 8,146 ▲ 3.0
06年08月 71 53.1 652 ▲ 28.4 3,393 ▲ 4.8 3,633 0.5 7,749 ▲ 4.7
06年09月 62 1.0 1,310 ▲ 13.8 3,479 ▲ 5.5 3,771 1.8 8,622 ▲ 3.8
06年10月 146 113.0 1,353 ▲ 21.3 3,908 5.6 3,989 9.4 9,395 2.9
06年11月 198 94.8 1,526 20.8 3,516 ▲ 0.6 3,634 8.4 8,874 7.5
06年12月 150 79.3 1,540 1.3 3,546 ▲ 4.9 3,620 5.2 8,856 0.9
07年01月 84 ▲ 8.5 1,493 6.8 3,129 7.7 2,878 7.8 7,586 7.3
07年02月 77 ▲ 52.3 1,543 43.8 3,107 3.1 3,001 11.1 7,728 11.2

　＊資料出所　…　苫小牧港管理組合（HP）(＊数値は速報値のため、後日変更となることもあります。）

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

175,000

▲100

▲80

▲60

▲40

▲20

0

20

40

60

金額（百万円）
貿易金額前年比増減率
貿易金額 前年比増減率 前年同月比（％）

05年08月                         05年12月                         06年04月                        06年08月                         06年12月                        07年04月                        07年08月

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

▲20

▲15

▲10

▲5

0

5

10

15

（千トン）
海上出入貨物量

海上出入貨物量 前年比増減率 前年同月比（％）

05年02月                        05年06月                         05年10月                        06年02月                          06年06月                         06年10月                         07年02月



─  13  ─

４．商　業　の　状　況
　①　大型店売上状況　　　　　　　　　　　　 　　(単位：苫小牧～千円、北海道～百万円)

苫小牧 北海道(百貨店・スーパー)
金　額 前年比 金　額 前年比

0 6 年 0 8 月 － － 91,038 3.1
0 6 年 0 9 月 － － 83,840 1.4
0 6 年 1 0 月 － － 84,329 ▲ 3.2
0 6 年 1 1 月 － － 87,891 ▲ 0.2
0 6 年 1 2 月 － － 112,451 ▲ 0.7
0 7 年 0 1 月 － － 92,916 2.6
0 7 年 0 2 月 26,301 － 83,971 ▲ 1.6
0 7 年 0 3 月 33,095 － 89,540 ▲ 1.5
0 7 年 0 4 月 34,463 － 83,937 ▲ 1.5
0 7 年 0 5 月 32,464 － 84,799 ▲ 1.7
0 7 年 0 6 月 33,363 － 87,466 ▲ 1.8
0 7 年 0 7 月 33,536 － 89,327 ▲ 1.2
0 7 年 0 8 月 42,936 － 90,522 ▲ 0.6

　＊＊資料出所　苫小牧信用金庫調べ　＊大型店－売り場面積が1,500㎡以上の小売店、7年2月から市内対象店舗を変更。
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　②　新車登録台数 （単位：台・％）

新　　　車　　　登　　　録　　　台　　　数　　　（除軽） 苫小牧市軽自動車
胆 振 日 高（室支局管内) 北　　海　　道 全　　　　国 新規登録台数

小型乗用 前年比 その他 前年比 合　計 前年比 前年比 前年比 前年比
06年07月 334 28.5 766 6.2 1,100 12.1 9,731 8.8 263,194 3.9 639 37.4
06年08月 269 ▲ 12.7 570 ▲ 14.3 839 ▲ 13.8 7,194 ▲ 4.1 208,683 ▲ 2.4 430 ▲ 6.9
06年09月 269 ▲ 29.6 767 1.3 1,036 ▲ 9.0 9,051 ▲ 5.1 274,378 0.8 605 6.1
06年10月 328 ▲ 13.7 817 32.4 1,145 14.8 9,142 2.6 259,132 6.6 623 ▲ 3.7
06年11月 241 ▲ 35.9 775 11.5 1,016 ▲ 5.1 8,369 ▲ 4.2 249,842 ▲ 2.0 500 ▲ 11.5
06年12月 161 ▲ 41.0 624 18.0 785 ▲ 2.1 6,478 ▲ 8.1 210,746 ▲ 9.3 335 ▲ 6.2
07年01月 215 ▲ 13.3 591 9.2 806 2.2 7,137 3.3 238,906 10.1 426 43.9
07年02月 290 40.8 603 ▲ 5.0 893 6.2 7,973 14.9 262,755 15.9 384 10.7
07年03月 413 35.0 860 ▲ 23.8 1,273 ▲ 11.2 12,805 1.0 329,918 8.8 597 30.3
07年04月 247 10.3 594 ▲ 19.8 841 ▲ 12.8 9,936 1.8 217,064 4.6 686 36.4
07年05月 264 6.0 543 0.4 807 2.2 7,577 ▲ 4.2 203,523 0.9 637 55.7
07年06月 352 ▲ 17.6 702 ▲ 7.3 1,054 ▲ 11.0 10,313 ▲ 2.8 247,563 2.5 511 ▲ 0.4
07年07月 269 ▲ 19.5 716 ▲ 6.5 985 ▲ 10.5 8,850 ▲ 9.1 252,196 ▲ 4.2 528 ▲ 17.4
資料出所　…　苫小牧信用金庫調べ・自販連
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　苫小牧市公設地方卸売市場取扱実績（令和７年７月～９月）　　 　　　（単位：数量-トン、金額-千円、比-％)

水産物計 前年比 果　　実 前年比 蔬　　菜 前年比 青果計 前年比

07年７月～９月
数量 2,193 ▲ 4.5 1,119 12.7 964 ▲ 10.8 2,083 0.5
金額 3,178,085 16.8 525,786 0.8 276,879 2.8 803,518 1.5

07年４月～07年９月
累　 　計

数量 4,597 ▲ 7.1 1,479 1.4 1,952 ▲ 4.1 3,431 ▲ 1.8
金額 5,249,157 21.4 757,111 ▲ 4.9 565,571 ▲ 2.0 1,324,013 ▲ 3.7

　＊苫小牧市公設地方卸売市場資料より当金庫が作成　

苫小牧市生活必需品価格動向、平均価格対前月上昇・下降上位5品（令和７年９月10日調べ） (単位:円･％)

前月比上昇品 ９月平均価格 対前月変動率 前年同月平均価格 順位 前月比下降品 ９月平均価格 対前月変動率 前年同月平均価格
ま が れ い 144.4 58.7 139.9 1 サ ー モ ン 380.5 ▲ 13.1 364.8
テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー 393.0 24.2 332.0 2 紅 さ け 259.3 ▲ 12.7 243.0
ブロッコリー 73.4 22.7 − 3 に ん じ ん 59.1 ▲ 10.3 51.0
レ タ ス 64.6 21.7 54.8 4 生 そ ば 118.3 ▲ 8.9 79.4
ト マ ト 90.3 21.4 31.4 5 た こ 350.0 ▲ 8.5 366.9

5 チ ー ズ 135.1 ▲ 8.5 122.1
　＊生鮮品は100ｇあたり、まがれいは中型、ティッシュペーパーは紙箱入り300枚（150組)・５個、サーモンは刺身用・ブロック 
　　紅さけは切り身、生そばはゆでていないもの、たこは刺身用煮だこ(足)、チーズはプロセスチーズ4個入り1パック

苫小牧市燃料価格動向（令和７年９月） （単位：円・％)

品 　　 名 単　位 ８月価格 ９月価格 前月比上昇率 （高  値 ～ 安  値） 前年９月平均価格
家 庭 用 灯 油 １ﾘｯﾄﾙ 125.89 125.89 0.0 137.00 ～ 123.20 118.89
プ ロ パ ン ガ ス 10.0㎥ 11,009.00 11,009.00 0.0 13,255.00 ～ 8,690.00 10,871.50
ガソリン（フル） １ﾘｯﾄﾙ 172.14 168.00 ▲ 2.4 174.00 ～ 164.00 173.29
ガソリン（セルフ） １ﾘｯﾄﾙ 169.73 163.29 ▲ 3.8 167.00 ～ 159.80 170.62

　＊家庭用灯油…ホームタンク配達料込み、プロパンガス…体積買（10.0㎥）、ガソリン…レギュラー
　＊以上２表苫小牧市生活必需品価格動向表（苫小牧市市民生活部市民生活課）より当金庫が作成

５．不 動 産 の 状 況

苫小牧市管内漁獲高動向概算値（令和７年７月～９月） 　（数量：トン、金額：千円、増減‐比：％)

数  量  上  位 数　　量 前年比増減 順位 金  額  上  位 金　　額 前年比増減
か れ い 276 62.5 1 か に 219,345 22.1
ほ っ き 貝 259 64.0 2 ほ っ き 貝 148,408 36.6
た こ 140 40.3 3 た こ 80,833 70.3
つ ぶ 133 3.1 4 い か 78,355 730,552.6
い か 130 302,893.0 5 か れ い 61,649 68.2
7 年 7 ～ 9 月 合 計 1,117 52.7 7 年 7 ～ 9 月 合 計 738,795 53.5
7 年 1 ～ 9 月 累 計 3,660 6.7 7 年 1 ～ 9 月 累 計 1,643,660 34.9

　登記事務取扱状況
売　　　買
（筆個）

前　年　比 
（％）

建 物 表 示
（個）

前　年　比 
（％）

国土法届出件数
（件）

前　年　差
（件）

0 6 年 0 7 月 380 ▲ 18.1 54 ▲ 21.7 5 2
0 6 年 0 8 月 312 16.4 46 ▲ 11.5 0 ▲ 4
0 6 年 0 9 月 303 ▲ 11.1 69 19.0 2 ▲ 5
0 6 年 1 0 月 454 20.1 65 ▲ 34.3 2 ▲ 1
0 6 年 1 1 月 330 ▲ 21.8 64 ▲ 24.7 5 0
0 6 年 1 2 月 486 7.5 75 ▲ 16.7 2 ▲ 10
0 7 年 0 1 月 310 ▲ 17.8 52 13.0 3 2
0 7 年 0 2 月 358 37.7 62 ▲ 22.5 135 132
0 7 年 0 3 月 375 14.7 68 ▲ 2.9 170 165
0 7 年 0 4 月 518 43.9 46 ▲ 14.8 143 136
0 7 年 0 5 月 357 ▲ 12.9 41 ▲ 16.3 178 173
0 7 年 0 6 月 318 ▲ 25.4 48 2.1 176 172
0 7 年 0 7 月 315 ▲ 17.1 58 7.4 159 154

資料出所　…　売買・建物表示－法務局苫小牧支局
　　　　　　　国土法届出－国土交通省HP・令和７年2月分より登記申請単位に変更
＊法務局苫小牧支局管内　…　苫小牧市、白老町、厚真町、安平町、むかわ町

【商業関連情報ー卸売市場・物価・漁獲】
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６．企　業　倒　産　状　況
管　　　　　　　　　　　　　　内 北　　　　　　　海　　　　　　　道

倒産件数
（件）

前年差
（件）

負債総額
（百万円）

前 年 比
（％） 倒産件数 前 年 比

（％）
負債総額

（百万円）
前 年 比
（％）

06年07月 5 3 2,745 891.0 34 41.7 8,417 247.1
06年08月 0 ▲ 5 0 ▲ 100.0 20 ▲ 20.0 1,123 ▲ 50.1
06年09月 3 ▲ 1 717 ▲ 37.9 21 40.0 2,802 43.3
06年10月 1 ▲ 1 10 ▲ 97.5 29 3.6 5,698 39.0
06年11月 2 ▲ 1 52 ▲ 77.8 17 ▲ 15.0 2,207 26.5
06年12月 0 ▲ 6 0 ▲ 100.0 19 ▲ 42.4 2,246 ▲ 24.2
07年01月 1 0 37 ▲ 26.0 17 ▲ 10.5 1,576 ▲ 30.4
07年02月 0 ▲ 2 0 ▲ 100.0 22 22.2 2,769 59.4
07年03月 0 0 0 － 17 ▲ 39.3 2,351 ▲ 29.3
07年04月 1 1 185 － 26 30.0 4,262 4.6
07年05月 2 2 150 － 24 ▲ 20.0 3,301 ▲ 50.7
07年06月 1 ▲ 2 728 ▲ 5.6 23 ▲ 8.0 2,479 31.3
07年07月 1 ▲ 4 50 ▲ 98.2 27 ▲ 20.6 2,308 ▲ 72.6

　＊資料出所　…　管内：帝国データバンク苫小牧支店、北海道：東京商工リサーチ北海道支社
　＊管内　…　胆振東部、日高西部
　＊管内の計数は法的整理のみ、任意整理は含まず

７．雇　用　状　況
有 効 求 人 倍 率 完 全 失 業 率

苫 小 牧 管 内 北 海 道 全 国 北 海 道 全 国
0 6 年 0 8 月 1.10 0.94 1.13 2.6 2.5 
0 6 年 0 9 月 1.08 0.97 1.14 2.5 
0 6 年 1 0 月 1.10 0.97 1.16 

2.6
2.4 

0 6 年 1 1 月 1.13 0.99 1.18 2.4 
0 6 年 1 2 月 1.09 1.01 1.22 2.2 
0 7 年 0 1 月 1.03 0.95 1.20 

2.6
2.3 

0 7 年 0 2 月 1.03 0.96 1.19 2.4 
0 7 年 0 3 月 0.99 0.97 1.16 2.6 
0 7 年 0 4 月 0.96 0.90 1.08 

2.3
2.7 

0 7 年 0 5 月 0.91 0.89 1.05 2.6 
0 7 年 0 6 月 0.96 0.89 1.05 2.5 
0 7 年 0 7 月 1.06 0.93 1.09 2.4 
0 7 年 0 8 月 1.09 0.92 

　＊資料出所　…　苫小牧公共職業安定所「業務概要」より
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８．金 融 の 状 況

９．管内の人口・世帯数（令和７年９月末）

　苫小牧市内預金･貸出金残高 　単位：百万円・％ 　単位：百万円・％

預 金 残 高 前　年　比 貸出金残高 前　年　比
0 6 年 0 9 月 883,480 0.4 0 6 年 0 9 月 473,831 ▲ 0.1
0 6 年 1 0 月 886,497 0.6 0 6 年 1 0 月 475,497 0.9
0 6 年 1 1 月 892,702 1.8 0 6 年 1 1 月 479,894 0.8
0 6 年 1 2 月 898,662 1.3 0 6 年 1 2 月 480,847 ▲ 0.3
0 7 年 0 1 月 880,735 0.6 0 7 年 0 1 月 475,892 ▲ 0.7
0 7 年 0 2 月 879,711 0.9 0 7 年 0 2 月 476,952 ▲ 0.4
0 7 年 0 3 月 882,066 1.9 0 7 年 0 3 月 478,046 ▲ 0.2
0 7 年 0 4 月 910,388 3.3 0 7 年 0 4 月 481,068 0.6
0 7 年 0 5 月 916,627 3.9 0 7 年 0 5 月 483,417 2.1
0 7 年 0 6 月 910,548 1.9 0 7 年 0 6 月 480,767 0.9
0 7 年 0 7 月 893,096 0.5 0 7 年 0 7 月 481,329 0.9
0 7 年 0 8 月 908,311 1.5 0 7 年 0 8 月 481,804 0.6
0 7 年 0 9 月 896,517 1.5 0 7 年 0 9 月 477,552 0.8

　＊資料出所　…　苫小牧金融協会

市 町 人 口 世 帯 数
人 口 前 年 差 世 帯 前 年 差

管 内 合 計 335,158 ▲ 3,337 186,629 190
市 部 計 261,510 ▲ 2,028 144,434 338
苫 小 牧 市 164,471 ▲ 1,335 91,676 225
千 歳 市 97,039 ▲ 693 52,758 113
郡 部 計 73,648 ▲ 1,309 42,195 ▲ 148
白 老 町 14,771 ▲ 406 9,069 ▲ 116
厚 真 町 4,228 ▲ 23 2,124 10
安 平 町 7,290 ▲ 26 4,071 19
む か わ 町 7,242 ▲ 86 4,182 58
日 高 町 10,829 ▲ 190 6,262 ▲ 34
平 取 町 4,434 ▲ 69 2,437 1
新 冠 町 4,968 ▲ 111 2,815 ▲ 23
新 ひ だ か 町 19,886 ▲ 398 11,235 ▲ 63

　単位：人
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北海道の主要経済指標　　　　　　　　出典：経済産業省 北海道経済産業局 管内経済概況 主要経済指標
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北海道の主要経済指標
コンビニ販売額 公共工事請負額 新設住宅着工戸数 来道客数

販売額（百万円） 前年同月比 請負額（百万円） 前年同月比 着工戸数（戸） 前年同月比 来道客数（千人） 前年同月比

2023年

9月 54,619 6.6 53,509 3.8 2,290 ▲ 8.4 1,270 20.7
10月 54,148 5.2 38,890 5.5 3,091 16.3 1,188 13.8
11月 50,795 3.5 20,175 1.3 2,158 ▲ 10.3 1,004 9.4
12月 55,682 2.9 9,093 4.7 1,968 ▲ 1.0 1,067 8.5

2024年

1月 50,120 2.7 7,927 38.4 862 ▲ 16.6 943 15.6
2月 48,501 5.9 19,396 93.4 1,340 9.5 1,037 13.4
3月 51,088 0.8 110,023 ▲ 7.6 2,229 ▲ 10.5 1,087 2.6
4月 50,348 1.1 281,773 14.0 3,428 10.6 941 0.3
5月 52,746 0.8 208,449 25.8 2,600 7.3 1,110 ▲ 2.1
6月 53,663 1.8 159,292 ▲ 8.7 2,715 ▲ 23.9 1,206 0.4
7月 58,134 ▲ 2.4 116,498 16.3 2,944 8.1 1,295 0.1
8月 58,864 ▲ 4.2 62,509 1.5 2,289 ▲ 14.2 1,483 1.9
9月 54,038 ▲ 1.1 48,460 ▲ 9.4 2,340 2.2 1,330 4.7

10月 54,812 1.2 36,653 ▲ 5.8 2,561 ▲ 17.1 1,293 8.9
11月 51,824 2.0 24,592 21.9 2,844 31.8 1,140 13.5
12月 57,125 2.6 17,741 95.1 2,097 6.6 1,157 8.4

2025年

1月 51,986 3.7 8,544 7.8 1,007 16.8 1,108 17.5
2月 49,000 1.0 19,377 ▲ 0.1 1,399 4.4 1,082 4.3
3月 52,835 3.4 107,227 ▲ 2.5 3,963 74.4 1,204 10.8
4月 51,096 1.5 341,431 21.2 1,884 ▲ 45.2 1,005 6.9
5月 54,762 3.8 221,357 6.2 1,128 ▲ 56.6 1,216 9.5
6月 55,905 4.2 144,051 ▲ 9.6 1,613 ▲ 40.6 1,272 5.5
7月 60,479 4.0 121,895 4.6 2,215 ▲ 24.9 1,349 4.2
8月 60,088 2.1 57,831 ▲ 7.5 2,029 ▲ 11.5 1,559 5.1
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特 集 直面する人手不足時代における中小企業の人材確保の方向性とは
－“個性や強み”の発信を通したモチベーション向上がカギ－

信金中央金庫 地域・中小企業研究所　上席主任研究員　　鉢嶺　　実　氏
研究員　　篠田　雄大　氏

　今号の特集は、信金中央金庫 地域・中小企業研究所発行の産業企業情報№2025-9（2025.7.31発行）のレポートの中で取
り上げられている人材確保に向けて積極的な取組みを進める６社の中小企業の事例のうち、北海道の２社を抜粋転載して
ご紹介いたします。

（１）日東建設株式会社（北海道紋別郡雄武町）

① 同社の概要 
　日東建設株式会社は、1952年（昭和27年）に 創業し、北海道のオホーツク海に面
した雄武町に本社を構える総合建設会社である（表 1）。現・代表取締役会長の久
保元氏(74)は、大手ゼネコンを経て1975年に同社に入社、40歳代前半で社長に就任し
ている。 元来、土木工事を主体に事業展開してきたが、1998年頃より公共工事が激
減したことで、収益源の多角化を図る必要性に迫られた。少ない投資額で、大学で
土木工学を学んだ久保会長の知見を生かせる新分野への参入検討を進めていた際、
1999年に山陽新幹線の福岡トンネルコンクリート塊落下事故が発生した。コンク
リートの寿命が約50年といわれるなか、当時は全国のインフラ整備が進んだ戦後期
から半世紀以上が経過しており、インフラ設備への向き合い方も旧来のスクラップアンドビルドから維持管理へシフトし
つつあった。こうした背景から、今後は人間でいうところの初期検診の役割を果たす非破壊検査へのニーズが高まると予
想し、新事業として、非破壊検査装置の開発に焦点を定めることとなった。

②「ＫＵＢＯ-Ｈａｍｍｅｒ」で診断手法を変革
　従来の非破壊検査は、目視、打音、触診検査等、ヒトの感覚に依存する手法が一般的であった。そうしたなかで同社が
開発した「ＫＵＢＯ-Ｈａｍｍｅｒ」は、ハンマーで打撃した時の構造物の反力を内蔵した加速度センサで直接測定するこ
とにより、構造物の強さの測定や健全性を診断することができる。これは、世界初の手法であった。
　「ＫＵＢＯ-Ｈａｍｍｅｒ」は、コンクリートテスター（ＣＴＳ）とボルトテスタ―（ＢＴ）の２種類に大別される。前
者は、コンクリートの圧縮強度をハンマー打撃から得られる反力の波形を基に図るものである。後者は、ボルトやナット
の緩み具合を前者と同様の手法で図るものである。これらの導入により、従来個々人の感覚に大きく依存していた非破壊
検査を定量的かつ安定したレベルで実現できるようになった。 こうした同社の手法は各方面から高い評価を受けている。
　2022年１月には国土交通省インフラメンテナンス大賞、2022年10月には文部科学大臣表彰、2025年４月には文部科学大
臣表彰科学技術賞をそれぞれ受賞し、2022年10月には「非破壊試験－ボルト接合部の機械インピーダンスの測定方法」で
ＪＩＳ規格も取得している。

③ 地域との連携で人材確保 
　同社の人材採用に向けた取組みは主に３点ある。
　１点目は、地元高校とのコンタクトである。同社の本社が所在する雄武町内の北海道雄武高等学校にて定期的に講義や
説明会を実施している。また、地域の産業説明会や、建設業をテーマに全道各地区の建設業者が連携して開催している高
校生向けクイズ大会「コンストラクション甲子園」に参加するなどして、近隣地域の高校に対しても同社のプレゼンスを
アピールしている。
　２点目は、地元大学とのコンタクトである。北海道科学大学（札幌市）にて「日東建設の仕事」「田舎の中小企業の魅
力」「コンクリート構造物の現状と点検・検査」等をテーマとする講義を実施したり、北見工業大学（北見市）のイン
ターンシップ関連イベントに参加するなどしている。
　３点目は、人材紹介の仕組み構築である。大手人材紹介会社や道内の人材紹介会社、建設業関係人材紹介会社と強固に
連携し、優秀な人材を優先的に紹介してもらうことを目指している。また、同社の従業員の知り合いを紹介してもらい、
採用が決まったら従業員に紹介料を支払う「従業員紹介制度」も策定している。こうした取組みの甲斐あって、地元高校
生や人材紹介会社を経たベテラン従業員など、多様な人材確保につながっている。特に、2025年度は新卒・中途併せて６
名の採用に成功している。

④ 従業員の力を最大限発揮 
　上記のような取組みを通じて採用した従業員に定着してもらうため、既存社員に対して、数ある職場の中で同社を選ん
でくれた新入社員に対してあたたかく接することの 重要性を共有している。また、入社初期の段階から、関係企業への
ニュース発信をはじめとしたやりがいを感じてもらいやすい仕事を積極的に任せている。人材活用に向けた取組みとして
は、「職種ごとに決められた職務＋庶務」を 任せることで、職務を固定せず、従業員の力が最大限に発揮されるような
環境づくりに努めている。また、職種を固定せず、従業員の適性に合った分野への職種変更がしやすい仕組みを整えてい
る。

⑤「ＫＵＢＯ-Ｈａｍｍｅｒ」のさらなる普及を目指して
　今後も、「オホーツクの小さな町から世界に向けて」というスローガンの下、全国の販売代理店との連携強化や、学会
発表を通じた啓発活動などでＣＴＳやＢＴの普及に努め、「三方よし」の精神で事業拡大を図る方針である。

表１
会 社 名 日東建設株式会社
代 表 久　保　　　元
創 業 1952年（昭和27年）
本社所在地 北海道紋別郡雄武町
従 業 員 数 約55名

事 業 内 容
土木工事
非破壊検査装置製造・
販売等
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（２）株式会社山上木工（北海道網走郡津別町））

① 同社の概要 
　株式会社山上木工は、1950年（昭和25年）に現・代表取締役社長である山上裕一
朗氏（41）の祖父・山上松吉氏によって創業された、北海道の津別町に本社を構え
る木工家具メーカーである（表 2）。当初は室内建具を手がけていたが、1986年に
ＮＣ工作機械を導入して以降、特殊加工やＯＥＭ家具製作等も行うようになった。 
従来、大手企業等の協力会社的な位置付けで事業展開してきたが、2011年には先代
社長・山上裕靖氏（70）により自社ブランド「ＩＳＵ-ＷＯＲＫＳ」が立ち上げられ
た。当初は出荷数も限られていたものの、全社的な取組みにより徐々に生産体制を
整え、現在では年間 1,400 脚以上を製造できる体制が構築されている。大手工作機械メーカー勤務を経て2013年に入社し
た山上社長のもと、こうした自社ブランドの本格展開や新商品の開発、他企業の買収等、同社のプレゼンス向上、収益拡
大に向けた取組みが加速されている。2024年に三代目社長に就任して以降は、「ＩＳＵ-ＷＯＲＫＳ」の取扱店舗の拡大
（国内 71 店舗、海外６カ国）など、全社一丸となってこれらの取組みを一段と加速している。

② 「ＴＳＫＯＯＬ」で木工の魅力を地域から発信 
　山上社長は、津別町内で廃校になった旧・活汲(かつくみ)小学校の校舎を活用し、「ＴＳＫＯＯＬ(ツクール)」と題した
ショールーム施設を2018年にオープンさせた。「ＴＳＫＯＯＬ」内では、同社が販売する商品をフルラインナップで展示
している。前述の「ＩＳＵ-ＷＯＲＫＳ」として展開される椅子のみならず、小物も含めてバラエティに富み、清潔感のあ
るレイアウトとなっている。最近では、当施設に北海道知事の鈴木直道氏が視察に訪れ、「ＩＳＵ-ＷＯＲＫＳ」のフィッ
ト感を体感いただいたこともある。将来的にはショールームとしての機能のみならず、木工体験等の学習も可能にしたい
と考えており、当施設を通じて、津別町に観光客を呼び込むことを目指している。

③ 地元・津別町へのこだわり 
　山上社長は地元・津別町で事業を行うことに重きを置いている。木工業者として事業展開する上で、大都市や木工が盛
んな地域の方が案件等は多いが、同業者も多数おり、存在感を発揮することは容易ではない。一方で、当町をはじめとし
た“田舎”と呼ばれるような場所であれば、そこで事業を営むこと自体が存在感を発揮することにもつながり、地域の
人々からの応援も得られやすいというメリットがある。加えて、昨今はＳＮＳ等の発信ツールが発達しており、地域を選
ばず全国の人々に対して商品を訴求することも可能となる。同社が本業を超えて「ＴＳＫＯＯＬ」等の取組みを行う背景
には、人を呼び込むことで地域を活性化させたいとする、地域貢献的な意味合いも大きい。

④ 木工の魅力アピールで道外出身者も多数活躍
　自社ブランド「ＩＳＵ-ＷＯＲＫＳ」 を担当するメンバーは 20代・30代を中心とした若手メンバーで構成され、オホー
ツク域外・道外出身の木工職人を目指すスタッフが多数活躍している。 今春は新人３名（新卒１名、中途２名）を迎え入
れただけでなく、海外からも研修生（デンマーク出身）２名を受け入れている。地域を問わず若年層からの応募を集める
ことができている要因としては、主 に３点挙げられる。
　１点目はＨＰやＳＮＳを通じて 同社の雰囲気や仕事内容について詳細な点まで明らかにし、木工に関心のある人材の目
を引く情報を提供していること。
　２点目は近い世代の従業員がすでに多数在籍していること。
　３点目は東京五輪のメダルケース製作や自社ブランドの全国・海外展開の推進といった魅力ある取組みを積極的に情報
発信し、それが若年層にも訴求できていることである。同社には木工に対して興味、関心を持つ従業員が多いことから、
従業員が自主的に制作した木工製品を同社が持つ販売ルートで販売する「社内副業」も認めている。こうした取組みを通
じて、従業員のモチベーションや製品の質を継続的に向上させている。

⑤「カラマツ」でさらなる顧客層開拓へ 
　同社は今後、「カラマツ圧密材」を活用した新商品の開発・営業に注力する予定である。「カラマツ」は道内に多数原
生する針葉樹であるが、針葉樹は一般的に広葉樹と比較して柔らかく、傷つき やすいという特徴があるため、木工に適さ
ない樹木とされてきた。そんなカラマツを特殊プレスで 圧密加工を施して強度を向上させ、木工に活用できるようにす
るというのが当該取組みである。北海道大学と林産試験場等の技術協力の下で上記取組みを促進し、カラマツを利用した
木工製品を多く誕生させることができれば、道内での「地産地消」が一段と進展することも期待される。家具や自動車の
内装部品、家電の外装部品等に幅広く利用されていくことで、新たな顧客層を開拓していくことを目指している。それに
よって同社の利益率や付加価値額を向上させ、従業員への還元もこれまで以上に増やしていきたいと考えている。

以 上

　本レポートは発表時点における情報提供を目的としており、文章中の意見に関する部分は執筆者個人の見解となります。し
たがいまして、投資・施策実施等についてはご自身の判断でお願いします。また、レポート掲載資料は信頼できると考える各
種データに基づき作成していますが、当研究所が正確性および完全性を保証するものではありません。なお、記述されている
予測または執筆者の見解は予告なしに変更することがありますのでご注意ください。

表２
会 社 名 株式会社山上木工
代 表 山　上　裕一朗
創 業 1950年（昭和25年）
本社所在地 北海道網走郡津別町
従 業 員 数 約20名
事 業 内 容 椅子製造、OEM等
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お取引先企業のご紹介コーナー

当金庫のお取引先企業様をご紹介する「誌上ビジネスマッチング」のコーナーです。

是非、皆様の販路拡大やビジネスのご連携にお役立て下さい。

お問合せは、当金庫または直接下記掲載企業様へご連絡下さい。

株式会社 タナカコンサルタント

JUN DIVINO
（ジュン ディヴィーノ）

〒053-0052
　苫小牧市新開町2丁目1-3

〒055-0001
　沙流郡日高町富川北2-1-5

【連絡先】TEL：0144-51-2551
　　　　　 FAX：0144-51-2550
　　　　　 営業部：堀　博昭　様

【連絡先】
　TEL：01456-7-8039
　　　　安田　　淳　様

＜主要商品（技術）etc＞
建設コンサルタント

(測量・設計・補償調査・環境調査など)

＜主要商品＞
イタリア料理

　1971年に創業し、苫小牧を拠点に50年以上、測量や調査、設計などの分野でまちづくりをお
手伝いしてきました。道路や橋、川など、みなさんが安心して暮らすために欠かせないものを
新たにつくったり、長持ちさせることが私たちの役割です。しっかり調べて、計画を立て、設
計し、できたものを維持していく方法を提案していきます。
　また、いざという時の災害に備えたり、災害が起きてしまった時に街が早く元に戻るようにお
手伝いすることも大切な仕事のひとつです。最新の機械を使って、街や建物、水の中までまるご
と３Ｄで映し出す技術にも力を入れています。

　札幌のトラットリアや本場北イタリアで経験を積んだシェフが、2016年に日高町でイタリア
料理店をオープン。漆喰壁の落ち着いた雰囲気の店内で、新鮮な地元食材を使った料理が楽し
めます。ミシュランガイド2017年特別版でビブグルマンに認定。店内飲食のほかテイクアウト
もでき、日高町にお越しの際には、是非お立ち寄りください。
　また、ご要望に応じてイベント出店も行っております。詳しくはお電話もしくはインスタグ
ラムからご連絡ください。
［営業時間］11:30～14:00、17:00～21:00　　　　［定休日］月曜日
インスタグラム：JUNDIVINO（jundivino0111）
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最近の管内のトピックス　－新聞報道より－

※王子ネピア苫工場閉鎖へ

　王子ホールディングスは４日、傘下でトイレットペーパーなどを生産する王子ネピアの苫小牧工
場を2026年3月に閉鎖すると発表した。家庭紙生産を道外工場に集約し、経営の効率化を図る狙い。
同工場の従業員約70人はグループ内企業への配置転換で雇用を維持する方針。同工場の跡地利用は
未定だが、半世紀以上に及んだ同工場の紙生産は幕を閉じる。－後略－　　　  　　　（９月５日）

※ロケット部品を初出荷　トヨタ北海道
　苫小牧市勇払の自動車部品製造、トヨタ自動車北海道は５日、十勝管内大樹町でロケット開発を
進めるインターステラテクノロジズ(IST)と連携し、受託生産した小型人口衛星打ち上げロケット
ZEROエンジン用ターボポンプの初品を完成・出荷したと発表した。
　自動車製造で培った技術をロケット開発に生かす初めての取り組み。ターボポンプは、ロケット
エンジンの燃焼器に推進剤を送り込む「心臓部」で、今回の製造では燃料ポンプと酸化剤ポンプを
一体化させた「一軸式」を採用した。燃料と酸化剤をそれぞれポンプで分ける場合と比べて難度が
高く、組み立てで高精度な技術と信頼性が求められる重要部品という。－後略－

（８月６日苫小牧民報より—以下同じ）

※年代別懇親会でカップル４組　苫信の結婚相談所
　苫小牧信用金庫の結婚相談所「Love Love Bridal会」(LLB会)は今年、新たに年代別懇親会を始
め、２回で４組のカップルが誕生した。共通の話題がある年代に絞った交流機会を提供することで
成婚率アップを目指す。－中略－　７月26日には苫小牧市表町の同信金本店で開き、50～60代の9組
18人が参加。お互いのプロフィルを交換し、10分ごとに相手を代えながら約2時間半にわたって交
流。最初はぎこちなさもあったが、会話を重ねるうちに打ち解け、最終的に50，60代でそれ1組の
カップルが成立した。－後略－   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　（８月９日）

※道外客の需要に伸び　24年度胆振管内観光入り込み客数

　胆振総合振興局がまとめた管内観光入り込み客数によると、2024年度は、1707万6400人で、前年
度比4.0％(65万8300人)増となった。前年度実績を4年連続で上回り、新型コロナウイルス禍前の19年
度と比べても5.5％(89万6700人)増。コロナ禍に伴う行動制限が解除され、各地のイベントが通常開催
に戻ったことで観光需要はV字回復し、各施設の利用者も増えたとみられる。さらに円安の影響や新
千歳空港の国際線増便により、インバウンド(訪日客)も増加した。－中略－
　自治体別の内訳は、登別市が最多の334万1600人で前年度比2.2％増。2位は苫小牧市で9.8％増の
289万4100人、3位は白老町で8.9％増の232万3000人。この他、東胆振では、むかわ町が前年度と比べ
て2.5倍と伸び、安平、厚真両町もプラスだった。－後略－　　　　　　　　　　　　（９月15日）

※旅客数初の250万人超　8月新千歳 7年ぶり最多更新

　北海道エアポート(ＨＡＰ)がまとめた8月の新千歳空港の航空概況(速報値)によると、旅客数は前年
同月比8.3％増の251万5217人となり、単月旅客数としては初めて250万人を超えた。新型コロナウイ
ルス禍の収束により観光需要が増え、国際線定期便も順調に再開・就航が進み、月別統計としては7
年ぶりに過去最多を更新した。
　国内線・国際線いずれも増加傾向が続いており、単月旅客数としては200万人を3か月連続で上
回った。さらにお盆の多客期と重なったことで、コロナ禍前に記録したこれまでの単月最多旅客
数、2018年８月の244万6553人を上回った。－後略－　　　　　　　　　　　　　　　（９月27日）
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苫小牧信用金庫
明るく　元気に　このまちを

とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」
とましん結婚相談所「ＬＬＢ会」事務局

【平日  9：00～17：30】苫小牧市表町３丁目１番６号　　苫小牧信用金庫本店７階
電話　０１４４－５６－５０２６

■会員資格
　 １．苫小牧信用金庫の営業地域にお住まいの方
　 ２．法的にも実生活上においても独身の方
　 ３．結婚したいという明確な意思のある方
　 ４．反社会的勢力でないこと
　　※ 会員の有効期間は入会日より３年間です
　　　 （希望により延長も可能です）

■ＬＬＢ会のシステム
  １．申込書に記載された「お相手の希望」に沿った方の「プロフィール及び写真」を見ていただきます。

  ２．お会いしてみたい方がいた場合、事務局よりお相手の方に連絡し了解がとれれば、お見合いをして
　　  いただきます。（お見合い会場は苫小牧信用金庫本店内）

  ３．お見合い後に、交際希望の有無を確認させていただきます。

  ４．双方が交際を希望した場合、３か月の交際期間を設けます。交際期間の中で「結婚を前提に交際を
        継続」または「交際を辞退」の結論を出していただきます。

■入会にあたりご提出いただくもの
　 １．申込書類
　　　 （当会所定の入会申込書、プロフィール、誓約書）

　 ２．戸籍謄本または独身証明書

 　３．最終学歴の卒業証書 （任意）

　 ４．収入証明書 （源泉徴収票など）

　 ５．申込書貼付用顔写真１枚 （縦横５㎝程度）

　 ６．お相手へのご紹介用写真２カット 
　　　 （Ｌ判サイズ、１枚は全身が写っているもの）

　 ７．入会預り金 １０,０００円
　　　 （退会時には全額返却いたします）

■活動実績
　（令和7年9月末現在）

　 入会者数　男性　408名
　　　　　　 女性　407名　
　　　　　    合計　815名

　お見合回数　     1151回
　結婚又は婚約中　　74組
　子供の誕生　　　　26名

お気軽に、お問い合わせください！お気軽に、お問い合わせください！


